
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇省

令

住
居
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

住
居
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
外
務
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
住
居
手
当
の
計
算
方
法
）

（
住
居
手
当
の
計
算
方
法
）

第
九
条

在
外
職
員
が
赴
任
又
は
転
勤
の
た
め
新
在

勤
地
に
到
着
し
た
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員

等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令
和
六
年
政

令
第
三
百
六
号
）
第
十
三
条
に
規
定
す
る
着
後
滞

在
費
の
支
給
を
受
け
る
場
合
の
住
居
手
当
は
、
着

第
九
条

在
外
職
員
が
赴
任
又
は
転
勤
の
た
め
新
在

勤
地
に
到
着
し
た
場
合
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員

等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
十
四
号
）
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
日
当
定

額
の
十
日
分
及
び
宿
泊
料
定
額
の
十
夜
分
に
相
当

（号 外）
独立行政法人国立印刷局
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〔
省

令
〕

〇
在
勤
基
本
手
当
の
月
額
の
調
整
に
関
す
る

規
則
を
廃
止
す
る
省
令
（
外
務
一
）

〇
住
居
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
（
同
二
）

〇
子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
三
）

〇
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
規
則
及
び
地

域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ

る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水

産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
農
林
水
産
五
）

〔
告

示
〕

〇
連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成

方
法
に
関
す
る
規
則
に
規
定
す
る
金
融
庁

長
官
が
定
め
る
企
業
会
計
の
基
準
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
一
二
）

〇
国
民
年
金
法
施
行
令
第
七
条
及
び
第
八
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
国
民
年
金
の
保
険
料
を
前
納
す

る
場
合
の
期
間
及
び
納
付
す
べ
き
額
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
七
）

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に

よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管

理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一
般

医
療
機
器
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
三
八
）

〇
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性

及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関

係
手
数
料
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
き
特
別
の
注
意
を
要
す

る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す

る
高
度
管
理
医
療
機
器
の
一
部
を
改
正
す

る
件
（
同
三
九
）

〇
特
定
水
産
資
源
（
く
ろ
ま
ぐ
ろ（
小
型
魚
）

及
び
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
大
型
魚
））に
関
す
る

令
和
六
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十

五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公
表

す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
二
八
二
）

〇
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

定
を
し
た
件

（
国
土
交
通
一
二
四
、
一
二
五
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
外
務
省
令
第
一
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
の
施

行
に
伴
い
、
在
勤
基
本
手
当
の
月
額
の
調
整
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
二
月
二
十
六
日

外
務
大
臣

岩
屋

毅

在
勤
基
本
手
当
の
月
額
の
調
整
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
省
令

在
勤
基
本
手
当
の
月
額
の
調
整
に
関
す
る
規
則
（
令
和
三
年
外
務
省
令
第
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
職
俸
給
表

の
八
級
以
上
の
在
外
職
員
に
係
る
調
整
）

第
二
条

職
務
の
級
（
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
行
政
職
俸
給
表

に
定
め
る
職
務
の
級
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
八
級
以
上
の
在
外
公
館
に

勤
務
す
る
外
務
公
務
員
（
以
下
「
在
外
職
員
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
他
に
生
計
の
途
が
な
く
主
と
し
て
そ
の
職
員

の
扶
養
を
受
け
て
い
る
配
偶
者
を
伴
う
も
の
に
支
給
す
る
在
勤
基
本
手
当
の
月
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
、
当
該
在
外
職
員
に
適
用
さ
れ
る
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
額
、

住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に
子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
九

年
政
令
第
百
七
十
九
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。）の
別
表
第
一
に
定
め
る
額
か
ら
二
千
五
百
円
を
減
じ
た
額
を
指

定
換
算
率
（
在
勤
基
本
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
令
和
六
年
外
務
省
令
第
五
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
換
算
率

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
り
外
国
通
貨
に
換
算
し
た
額
（
外
務
大
臣
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
在
外
職
員
に

係
る
当
該
月
額
に
つ
い
て
は
、
政
令
の
別
表
第
一
に
定
め
る
額
か
ら
二
千
五
百
円
を
減
じ
た
額
）
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
在
外
職
員
が
在
外
公
館
の
長
の
事
務
の
代
理
を
す
る
場
合
（
当
該
代
理
期
間
が
六
十
日
未
満
の

と
き
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）の
前
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
二
千
五
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
二
千
二
百
七

十
二
円
」
と
す
る
。

（
配
偶
者
手
当
の
支
給
期
間
が
一
月
に
満
た
な
い
場
合
の
調
整
）

第
三
条

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

二
項
に
規
定
す
る
在
勤
手
当
の
計
算
期
間
に
お
い
て
、
前
条
に
規
定
す
る
在
外
職
員
に
係
る
配
偶
者
手
当
の
支
給
期

間
が
一
月
に
満
た
な
い
場
合
は
、
前
条
の
政
令
の
別
表
第
一
に
定
め
る
額
か
ら
減
じ
る
額
は
、
当
該
計
算
期
間
に
お

け
る
当
該
在
外
職
員
の
在
勤
基
本
手
当
の
支
給
期
間
の
現
日
数
を
基
礎
と
し
て
日
割
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
す
る
。

〇
外
務
省
令
第
二
号

住
居
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
二
月
二
十
六
日

外
務
大
臣

岩
屋

毅





２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

後
滞
在
費
に
含
ま
れ
る
宿
泊
費
に
対
応
す
る
夜
数

（
在
外
職
員
が
在
勤
地
に
到
着
し
た
日
の
夜
数
を

除
く
）
を
控
除
し
た
日
数
を
も
つ
て
計
算
す
る
。

す
る
着
後
手
当
の
支
給
を
受
け
る
場
合
の
住
居
手

当
は
、
着
後
手
当
に
含
ま
れ
る
宿
泊
費
に
対
応
す

る
日
数
を
控
除
し
た
日
数
を
も
つ
て
計
算
す
る
。

子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
外
務
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
改
正
後
欄
に
こ
れ

に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
年
少
子
女
に
関
す
る
届
出
）

（
年
少
子
女
に
関
す
る
届
出
）

第
一
条

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外

公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
在
外
職
員
の
年
少
子
女
が
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
年
少
子

女
の
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
速

や
か
に
当
該
在
外
職
員
の
属
す
る
在
外
公
館
の
長

を
経
由
し
て
外
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
一
条

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外

公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
五
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
在
外
職
員
の
年
少
子
女
が

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
年

少
子
女
の
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
速
や
か
に
当
該
在
外
職
員
の
属
す
る
在
外
公
館

の
長
を
経
由
し
て
外
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
〜
三

〔
略
〕

一
〜
三

〔
略
〕

（
加
算
支
給
に
関
す
る
届
出
）

（
加
算
支
給
に
関
す
る
届
出
）

第
一
条
の
二

法
第
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま

で
の
規
定
に
よ
り
、
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
在
外

職
員
の
年
少
子
女
が
学
校
教
育
を
受
け
る
場
合
に

は
、
当
該
年
少
子
女
の
就
学
状
況
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
、
授
業
料
等
の
領
収
書
そ
の
他
の
証
拠
書

類
の
写
し
を
添
え
て
、
当
該
在
外
職
員
の
属
す
る

在
外
公
館
の
長
を
経
由
し
て
外
務
大
臣
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
届
け
出
た
事
項
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
及
び
法
第
十
五
条
の
二
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
子
女
教
育
手
当
を
一
括
し
て
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
。

第
一
条
の
二

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
五

項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
、
在
外
公
館
に
勤
務
す
る

在
外
職
員
の
年
少
子
女
が
学
校
教
育
を
受
け
る
場

合
に
は
、
当
該
年
少
子
女
の
就
学
状
況
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
、
授
業
料
等
の
領
収
書
そ
の
他
の
証

拠
書
類
の
写
し
を
添
え
て
、
当
該
在
外
職
員
の
属

す
る
在
外
公
館
の
長
を
経
由
し
て
外
務
大
臣
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
届
け
出
た
事
項

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
及
び
法
第
十
五
条
の
三
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
子
女
教
育
手
当
を
一
括
し
て

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
も
、同
様
と
す
る
。

（
海
外
に
在
留
す
る
邦
人
の
子
女
の
た
め
の
在
外

教
育
施
設
）

（
海
外
に
在
留
す
る
邦
人
の
子
女
の
た
め
の
在
外

教
育
施
設
）

第
二
条
の
三

法
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
外

務
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
と
は
、
海
外
に
在
留
す

る
邦
人
の
子
女
の
た
め
の
在
外
教
育
施
設
の
う

ち
、
日
本
人
学
校
及
び
私
立
在
外
教
育
施
設
と
す

る
。

第
二
条
の
三

法
第
十
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す

る
外
務
大
臣
が
指
定
す
る
施
設
と
は
、
海
外
に
在

留
す
る
邦
人
の
子
女
の
た
め
の
在
外
教
育
施
設
の

う
ち
、
日
本
人
学
校
及
び
私
立
在
外
教
育
施
設
と

す
る
。

（
在
勤
地
以
外
の
地
に
お
け
る
子
女
教
育
）

（
在
勤
地
以
外
の
地
に
お
け
る
子
女
教
育
）

第
三
条

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

外
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
在

外
職
員
の
年
少
子
女
を
当
該
在
外
職
員
の
在
勤
地

及
び
本
邦
以
外
の
地
に
お
い
て
学
校
教
育
そ
の
他

の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
事
情

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
在
外
職
員
に
子

女
教
育
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

法
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

外
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
在

外
職
員
の
年
少
子
女
を
当
該
在
外
職
員
の
在
勤
地

及
び
本
邦
以
外
の
地
に
お
い
て
学
校
教
育
そ
の
他

の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
事
情

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
在
外
職
員
に
子

女
教
育
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

〔
略
〕

一
・
二

〔
略
〕

（
在
勤
地
外
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
）

（
在
勤
地
外
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
）

第
五
条

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
務
大
臣
の
認
定
を
受

け
た
年
少
子
女
に
係
る
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期

間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
年

少
子
女
が
当
該
在
外
職
員
の
在
勤
地
を
経
由
し
な

い
で
当
該
在
外
職
員
の
在
勤
地
及
び
本
邦
以
外
の

地
に
赴
き
又
は
そ
の
地
か
ら
帰
国
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
中
「
在
勤
地
」
と

あ
る
の
は
「
在
勤
地
及
び
本
邦
以
外
の
地
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
務
大
臣
の
認
定
を
受

け
た
年
少
子
女
に
係
る
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期

間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
年

少
子
女
が
当
該
在
外
職
員
の
在
勤
地
を
経
由
し
な

い
で
当
該
在
外
職
員
の
在
勤
地
及
び
本
邦
以
外
の

地
に
赴
き
又
は
そ
の
地
か
ら
帰
国
す
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
中
「
在
勤
地
」
と

あ
る
の
は
「
在
勤
地
及
び
本
邦
以
外
の
地
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
の
特
例
）

（
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
の
特
例
）

第
六
条

外
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い

て
、
子
女
教
育
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
十
五
条
の
二
第
一

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
女
教
育

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

外
務
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い

て
、
子
女
教
育
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
十
五
条
の
三
第
一

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
女
教
育

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
五

〔
略
〕

一
〜
五

〔
略
〕

（
在
勤
地
外
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
の
特

例
）

（
在
勤
地
外
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
の
特

例
）

第
七
条

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
二
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
外
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
年

少
子
女
に
係
る
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第

一
号
の
規
定
中
「
旧
在
勤
地
」
と
あ
る
の
は
「
旧

在
勤
地
及
び
本
邦
以
外
の
地
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
七
条

前
条
の
規
定
は
、
法
第
十
五
条
の
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
外
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
年

少
子
女
に
係
る
子
女
教
育
手
当
の
支
給
期
間
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第

一
号
の
規
定
中
「
旧
在
勤
地
」
と
あ
る
の
は
「
旧

在
勤
地
及
び
本
邦
以
外
の
地
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
外
務
省
令
第
三
号

子
女
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
二
月
二
十
六
日

外
務
大
臣

岩
屋

毅





第
八
条
の
三

法
第
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す

る
外
務
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
は
、

次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

と
す
る
。

第
八
条
の
三

法
第
十
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す

る
外
務
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
は
、

次
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

と
す
る
。

一
・
二

〔
略
〕

一
・
二

〔
略
〕

２

法
第
十
五
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
外
務
省

令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
を
限
度
と
す
る
。

２

法
第
十
五
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
外
務
省

令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
を
限
度
と
す
る
。

（
必
要
経
費
の
費
目
及
び
算
定
）

（
必
要
経
費
の
費
目
及
び
算
定
）

第
九
条

法
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す

る
費
目
に
係
る
経
費
は
、
入
学
料
、
授
業
料
そ
の

他
年
少
子
女
が
外
国
の
学
校
等
で
学
校
教
育
を
受

け
る
た
め
の
対
価
と
し
て
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
経
費
、
同
項
に
規
定
す
る
小
学
校
又
は
中

学
校
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
外
務
大
臣
が
認
め

る
教
育
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
小
学
校

等
教
育
施
設
」
と
い
う
。）に
お
け
る
教
科
書
、
外

務
大
臣
が
指
定
し
た
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
に

係
る
補
習
授
業
（
以
下
「
Ｅ
Ｓ
Ｌ
等
」
と
い
う
。）

及
び
外
務
大
臣
が
指
定
し
た
学
校
に
お
け
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
対
価
と
し
て
納
付
す
る
経
費

と
し
、
小
学
校
等
教
育
施
設
以
外
の
教
育
施
設
に

お
け
る
教
科
書
、
教
材
、
衣
食
住
及
び
通
学
の
た

め
の
輸
送
手
段
利
用
（
外
務
大
臣
が
指
定
し
た
学

校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
を
除
く
。）の

対
価
と
し
て
納
付
す
る
経
費
並
び
に
課
外
活
動

（
Ｅ
Ｓ
Ｌ
等
を
除
く
。）、
父
兄
会
の
費
用
等
学
校

教
育
を
受
け
る
た
め
の
附
随
的
経
費
を
含
ま
な
い

も
の
と
す
る
。

第
九
条

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
イ
に
規

定
す
る
費
目
に
係
る
経
費
は
、
入
学
料
、
授
業
料

そ
の
他
年
少
子
女
が
外
国
の
学
校
等
で
学
校
教
育

を
受
け
る
た
め
の
対
価
と
し
て
納
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
経
費
、
同
項
に
規
定
す
る
小
学
校
又

は
中
学
校
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
外
務
大
臣
が

認
め
る
教
育
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
小

学
校
等
教
育
施
設
」と
い
う
。）に
お
け
る
教
科
書
、

外
務
大
臣
が
指
定
し
た
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育

に
係
る
補
習
授
業
（
以
下「
Ｅ
Ｓ
Ｌ
等
」と
い
う
。）

及
び
外
務
大
臣
が
指
定
し
た
学
校
に
お
け
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
対
価
と
し
て
納
付
す
る
経
費

と
し
、
小
学
校
等
教
育
施
設
以
外
の
教
育
施
設
に

お
け
る
教
科
書
、
教
材
、
衣
食
住
及
び
通
学
の
た

め
の
輸
送
手
段
利
用
（
外
務
大
臣
が
指
定
し
た
学

校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
を
除
く
。）の

対
価
と
し
て
納
付
す
る
経
費
並
び
に
課
外
活
動

（
Ｅ
Ｓ
Ｌ
等
を
除
く
。）、
父
兄
会
の
費
用
等
学
校

教
育
を
受
け
る
た
め
の
附
随
的
経
費
を
含
ま
な
い

も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
経
費
に
つ
き
法
第
十
五
条
第
二

項
第
一
号
イ
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す

る
標
準
的
で
あ
る
と
認
定
す
る
額
又
は
同
条
第
二

項
第
一
号
ロ
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
必
要

経
費
の
額
を
算
定
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
五
条
の

二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
子
女
教
育
手
当
を
一
括

し
て
支
給
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
く
、
ま
た
、
第
二
号
に
定
め
る
入
学
料
等
入

学
時
に
一
括
し
て
支
払
う
経
費
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
入
学
料
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、

法
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ロ
及
び
同
条
第
五
項

２

前
項
に
定
め
る
経
費
に
つ
き
法
第
十
五
条
の
二

第
二
項
第
一
号
イ
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規

定
す
る
標
準
的
で
あ
る
と
認
定
す
る
額
又
は
同
条

第
二
項
第
一
号
ロ
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る

必
要
経
費
の
額
を
算
定
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
五

条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
子
女
教
育
手
当
を

一
括
し
て
支
給
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
く
、
ま
た
、
第
二
号
に
定
め
る
入
学
料

等
入
学
時
に
一
括
し
て
支
払
う
経
費
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
入
学
料
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て

は
、
法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ロ
及
び
同

一
・
二

〔
略
〕

一
・
二

〔
略
〕

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
子
女
教
育
手
当
の
支
給
を

受
け
る
在
外
職
員
が
納
付
し
た
入
学
料
等
の
額
を

超
え
て
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

条
第
五
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
子
女
教
育
手
当

の
支
給
を
受
け
る
在
外
職
員
が
納
付
し
た
入
学
料

等
の
額
を
超
え
て
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

（
手
当
の
月
額
の
換
算
率
）

（
手
当
の
月
額
の
換
算
率
）

第
十
一
条

法
第
十
五
条
各
項
に
規
定
す
る
外
務
省

令
で
定
め
る
換
算
率
は
、
支
出
官
事
務
規
程
（
昭

和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
四
号
）
第
十
一
条

第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
外
国

貨
幣
換
算
率
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
一
条

法
第
十
五
条
の
二
各
項
に
規
定
す
る
外

務
省
令
で
定
め
る
換
算
率
は
、
支
出
官
事
務
規
程

（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省
令
第
九
十
四
号
）
第
十

一
条
第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

外
国
貨
幣
換
算
率
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

１

〔
略
〕

１

〔
略
〕

〔
削
る
〕

２

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館

に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
六
条
第
五
項
、
第
十

五
条
の
二
及
び
第
十
五
条
の
三
の
改
正
規
定
施
行

の
日
（
以
下
「
法
律
施
行
の
日
」
と
い
う
。）に
帰

国
中
の
年
少
子
女
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
少
子
女

が
在
外
職
員
の
在
勤
地
又
は
在
勤
地
及
び
本
邦
以

外
の
地
を
出
発
し
た
日
か
ら
そ
の
地
に
帰
着
す
る

日
ま
で
の
期
間
が
六
十
日
以
内
で
あ
る
場
合
は
、

当
該
年
少
子
女
を
有
す
る
在
外
職
員
に
対
し
、
昭

和
四
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
子
女
教
育
手
当
を
支

給
す
る
。

〔
削
る
〕

３

法
律
施
行
の
日
に
在
外
職
員
の
在
勤
地
又
は
在

勤
地
及
び
本
邦
以
外
の
地
に
あ
る
年
少
子
女
が
帰

国
す
る
場
合
で
、
当
該
年
少
子
女
が
在
外
職
員
の

在
勤
地
又
は
在
勤
地
及
び
本
邦
以
外
の
地
に
到
着

し
た
日
か
ら
帰
国
の
た
め
そ
の
地
を
出
発
す
る
日

ま
で
の
期
間
が
六
十
日
を
こ
え
る
場
合
は
、
当
該

年
少
子
女
を
有
す
る
在
外
職
員
に
対
し
、
昭
和
四

十
八
年
七
月
一
日
か
ら
当
該
年
少
子
女
が
そ
の
地

を
出
発
す
る
日
の
前
日
ま
で
、
子
女
教
育
手
当
を

支
給
す
る
。

２
・
３

〔
略
〕

４
・
５

〔
略
〕

備
考

表
中
の
〔

〕
の
記
載
及
び
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
規
則
及
び
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
農
林
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部

分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
野
菜
指
定
産
地
の
指
定
の
基
準
）

（
野
菜
指
定
産
地
の
指
定
の
基
準
）

第
一
条

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る

面
積
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
第
二
条
の
指
定
野
菜
（
以
下
「
指
定
野
菜
」と
い
う
。）の
種
類
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

第
一
条

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る

面
積
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
第
二
条
の
指
定
野
菜
（
以
下
「
指
定
野
菜
」と
い
う
。）の
種
類
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

指
定
野
菜
の
種
類

面

積

指
定
野
菜
の
種
類

面

積

キ
ャ
ベ
ツ
、
さ
と
い
も
、
だ
い
こ
ん
、
た
ま
ね
ぎ
、

に
ん
じ
ん
、
ね
ぎ
、
は
く
さ
い
、
ば
れ
い
し
よ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
及
び
レ
タ
ス

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
、
さ
と
い
も
、
だ
い
こ
ん
、
た
ま
ね
ぎ
、

に
ん
じ
ん
、
ね
ぎ
、
は
く
さ
い
、
ば
れ
い
し
よ
、
ほ

う
れ
ん
そ
う
及
び
レ
タ
ス

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

区
域
内
指
定
野
菜
の
作
付
面
積
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
指
定
野
菜
の
種
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
面
積
以
上
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
三
分
の

二
」
と
あ
る
の
は
、「
二
分
の
一
」
と
す
る
。

２

区
域
内
指
定
野
菜
の
作
付
面
積
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
指
定
野
菜
の
種
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
面
積
以
上
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
前
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
三
分
の

二
」
と
あ
る
の
は
、「
二
分
の
一
」
と
す
る
。

指
定
野
菜
の
種
類

面

積

指
定
野
菜
の
種
類

面

積

キ
ャ
ベ
ツ
、
だ
い
こ
ん
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、

は
く
さ
い
、
ば
れ
い
し
よ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
及
び
レ

タ
ス

五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
、
だ
い
こ
ん
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、

は
く
さ
い
、
ば
れ
い
し
よ
及
び
レ
タ
ス

五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
農
林
水
産
省
令
第
五
号

野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
三
百
五
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
七
条
及
び
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者

等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
五
条
第
十
項
（
同
法
第
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
野
菜
生
産
出
荷
安

定
法
施
行
規
則
及
び
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
二
月
二
十
六
日

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓





（
指
定
野
菜
に
準
ず
る
野
菜
）

（
指
定
野
菜
に
準
ず
る
野
菜
）

第
八
条

法
第
十
四
条
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
野
菜
（
以
下
「
特
定
野
菜
」
と
い
う
。）は
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

い
ち
ご
、
え
だ
ま
め
、
か
ぶ
、
か
ぼ
ち
や
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
か
ん
し
よ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
ご
ぼ
う
、
こ

ま
つ
な
、
さ
や
い
ん
げ
ん
、
さ
や
え
ん
ど
う
、
し
ゆ
ん
ぎ
く
、
し
よ
う
が
、
す
い
か
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
セ

ル
リ
ー
、
そ
ら
ま
め
（
乾
燥
し
た
も
の
を
除
く
。）、
ち
ん
げ
ん
さ
い
、
生
し
い
た
け
、
に
ら
、
に
ん
に
く
、
ふ

き
、
み
ず
な
、
み
つ
ば
、
メ
ロ
ン
（
温
室
メ
ロ
ン
を
除
く
。）、
や
ま
の
い
も
、
れ
ん
こ
ん
そ
の
他
特
に
そ
の
供

給
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
野
菜
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条

法
第
十
四
条
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
野
菜
（
以
下
「
特
定
野
菜
」
と
い
う
。）は
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

い
ち
ご
、
え
だ
ま
め
、
か
ぶ
、
か
ぼ
ち
や
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
か
ん
し
よ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
ご
ぼ
う
、
こ

ま
つ
な
、
さ
や
い
ん
げ
ん
、
さ
や
え
ん
ど
う
、
し
ゆ
ん
ぎ
く
、
し
よ
う
が
、
す
い
か
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
セ

ル
リ
ー
、
そ
ら
ま
め
（
乾
燥
し
た
も
の
を
除
く
。）、
ち
ん
げ
ん
さ
い
、
生
し
い
た
け
、
に
ら
、
に
ん
に
く
、
ふ

き
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
み
ず
な
、
み
つ
ば
、
メ
ロ
ン
（
温
室
メ
ロ
ン
を
除
く
。）、
や
ま
の
い
も
、
れ
ん
こ
ん
そ

の
他
特
に
そ
の
供
給
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
野
菜
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
十
条

法
第
八
条
第
六
項
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
は
、
地
方

農
政
局
長
（
北
海
道
農
政
事
務
所
長
を
含
む
。）に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て

は
、
農
林
水
産
大
臣
が
自
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
十
条

法
第
八
条
第
六
項
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
は
、
地
方

農
政
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
自
ら
行
う
こ

と
を
妨
げ
な
い
。

（
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
農
林
水
産
省
令
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応

す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
指
定
野
菜
を
生
産
す
る
農
業
者
の
作
付
面
積
の
合
計
面
積
）

（
指
定
野
菜
を
生
産
す
る
農
業
者
の
作
付
面
積
の
合
計
面
積
）

第
九
条

法
第
五
条
第
十
項
（
法
第
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
面
積
は
、
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
農
林
省
令
第
三
十
六
号
）
第
六
条
に
規
定
す

る
面
積
に
当
該
産
地
連
携
野
菜
供
給
契
約
に
係
る
指
定
野
菜
を
生
産
す
る
農
業
者
の
数
を
乗
じ
た
面
積
と
す

る
。

第
九
条

法
第
五
条
第
十
項
（
法
第
六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
面
積
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
指
定
野
菜
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り

と
す
る
。

（
削
る
）

指

定

野

菜

の

種

類

面

積

キ
ャ
ベ
ツ
、
さ
と
い
も
、
だ
い
こ
ん
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、

ね
ぎ
、
は
く
さ
い
、
ば
れ
い
し
ょ
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
及
び
レ
タ
ス

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、
な
す
及
び
ピ
ー
マ
ン

五
ヘ
ク
タ
ー
ル

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



別
記
様
式
第
１
号
別
表
２

４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
野
菜
生
産
出
荷
安
定
法
施
行
規
則
第
十
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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